
平成２４年度に引き続き恵み野商店会を中心に、恵庭市が協力業務を委託した一般社

団法人北海道まちづくり協議会（略称：北まち）と一緒に平成 25 年度も意見交換会を

開催（月１回程度を予定）していきます。 

この恵み野商店街活性化活動通信は、開催した意見交換会で話し合われた概要を皆さ

まに知って頂くことと意見交換会に参加して頂くことを目的に、各回意見交換会終了後、

恵み野商店会が発行します。（平成２６年１月まで） 
 

第８回 恵み野商店街活性化意見交換会 

開催日：平成２６年１月１６日（木）19:00～21:00 

場 所：恵庭リサーチビジネスパーク 

参加者：恵み野商店会（７名） 恵庭市（３名） 北まち（８名） 

 北海学園大学学生（３名） 
意見交換会のテーマ 

１．組織づくりと運営について 

主な内容 

 今回は、前回の意見交換会のときに保留となった「組織づくりと運営」について意見交換会を行い

ました。 

商店会の主な意見 

〇意見交換等の話をする機会の作り方として恵み野の場合は、業種構成が多様なため全員が一同

に集まるのは大変なことである。 

〇よって、参加できる人間だけで意見交換等を行い徐々に具体的な話しを進めても良いと考える。

〇恵み野商店街において、まちづくりの中心的な役割を果たすための組織が商店会にあるという

認識は低い。 

〇これからは、商店会の活動を継続させるためにも、活動の輪を広げる必要があると思う。 

〇花については、余り意識したことがないのが現状である。 

〇花に関する活動が、個店の商売に良い波及効果をもたらすと考えているので、皆で取り組んで

みたい。 

〇組織は楽しくなければ継続しないと考えている。大きな取り組みには大きな達成感が着いてく

る。個店を経営している以上、商売につなげたいと考える。また、組織は勉強にもなるし、ス

キルアップにもつながる場だと考えている。 

〇「皆で恵み野の商店街をよくしていこう」という共通意識をもって、まとまって欲しいと思う。

〇今後は、花をキーワードに商売につなげていけるか検討したい。 

 

北まちの主な意見 

〇恵み野商店街の現状では、活性化について深刻な状況ではいかもしれないが、いつどんなこと

が起こるかわからないので、自分たちの現状を把握し、いつでも対処できるような準備は必要

だと考える。 

〇前回の意見交換においてもビジョンの重要性については、沢山意見をいただいたが、ビジョン
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づくりについては、期限を決めて取り組んで欲しい。 

〇商店会の組織の中に「組織部会」「デザイン部会」「プロモーション部会」「経済部会」について

人選を含め検討してはどうか。 

〇人選するときには、実際に役員や会員を配置してみるとわかりやすくなると思う。 

〇商店街としては、皆にわかりやすい共通のテーマを持つことが必要である。 

〇花の街にふさわしい商店街とは何か、花をテーマにしたときに何ができるかなど、花をテーマ

にすることで、色々なストーリー展開が可能と考える。 

〇ビジョン検討にあたっては、１０年後を見据えながら取り組んで貰いたい。１０年後の姿を達

成するために、１０年を１年ごとのスパンに区切って、活動計画と目標を検討して貰いたい。

〇初期段階からまとまった組織はない。組織をつくって会員が大勢でも１人にだけ負担がかかる

ようなことは避けて欲しい。これができただけでも組織作りとしては一歩前進したことになる。

〇商店街の活動は、基本的にはパブリックな活動である。重要なことは、会員が皆同じ方向を目

指し、共通の認識を持つことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の意見交換会は、本会で終了します。 

 今年度、恵み野商店会と北まちは多くのテーマについて意見交換を行いました。 

 この記録は、北まちのホームページから確認できますので、ご活用いただければ幸いで

す。 

 
 
発行：恵み野商店会 

事務局：恵庭市恵み野西６－２１－５ベーカリーハウス ピーコック内 

本紙や意見交換会の会議録、平成２４年度の成果品（報告書・資料等）などは、以下の URL からダ

ウンロードできます。 

http://kitamachi.org/megumino/wp/ 


